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　宇都宮地方法務局では、この度の東日本大震災により被災された地域において、
被災者の登記申請の負担軽減を図るとともに、被災地の速やかな復興に資するた
め、震災により倒壊した建物の現地調査等を行い、滅失したと認められる建物に
ついては、登記官が職権により滅失登記を行うこととしました。 
　関係者の皆様には、現地調査等において、お話を伺うなどのご協力をいただく
ことがありますので、よろしくお願いいたします。 
◇期　　間　平成24年3月31日まで 
◇対象地域　栃木県内全域 
◇問合せ先　宇都宮地方法務局不動産登記部門（担当　高橋、小島） 
　　　　　　☎028-623-0919

東日本大震災による倒壊等建物調査への御協力のお願い 

　東日本大震災により被害を受けられた皆様に、心からお見舞い申し上げます。 
　この震災により、住宅や家財等に被害を受けられた方は、震災特例法の施行により、平成２２年分の所得税
の全部または一部を軽減することができる場合があります。このため、この震災により被害を受けられた方は、
電話による予約制となりますが常時、税務署で相談に応じております。 

　下記の日程で所得税の申告等の相談会を行います。予約制となりますので予約されない方は受付することが
できません。ご利用される方は必ず事前に電話でご予約ください。 
　【予約先：那珂川町役場　税務課　☎０２８７－９２－１１２０】 

◆お手続きの方法◆ 
　平成２２年分について所得税の軽減措置を受けるためには、平成２２年分所得税の確定申告書を提出してい
ただく必要があります。なお、既に平成２２年分の確定申告がお済みの方は、「更正の請求書」を提出してい
ただく必要があります。 
◆お手続きに必要な書類等◆　　相談を受けられる方は、次の書類等をご用意ください。 
①　被害を受けた資産、取得時期、取得価額の分かるもの 
②　被害を受けた家屋の取得価額が分からない場合は、その面積が分かるもの 
③　被害を受けた資産の取り壊し費用・除去費用、修繕費用などの分かるもの（領収書が必要です。） 
④　被害を受けたことにより受ける保険金等の金額が分かるもの 
⑤　市町村から「り災証明書」の交付を受けている場合には、その証明書の写し 
⑥　還付金を受ける場合の振込先金融機関名、支店及び口座番号の分かるもの 
⑦　既に平成２２年分所得税の確定申告書を提出されている方は、その控え 
   　確定申告書を提出していない方は、平成２２年分の所得金額や所得控除額の分かるもの 
 　  （源泉徴収票や保険料控除証明書など） 
⑧　印鑑（申告書作成や校正の請求書作成などの場合） 

平成２３年１０月４日（火） 
　～平成２３年１０月６日（木） 

午前９時３０分～１１時 
午後１時～４時 

小川総合福祉センター 
多目的集会室 

◎問い合わせ先：氏家税務署個人課税部門　０２８－６８２－３３１１（代表） 

※自動音声の案内に従って、東日本大震災に関するお問い合わせの場合は「０」番を、申告相談等に関す

るお問い合わせの場合は「２」番を選択してください。 

9月1日現在の人口 
（住民基本台帳） 

（　）内は前月との比較 

男 

女 

計 

世帯数 

9,528人 

9,434人 

18,962人 

　6,132　 

（－10）  

（－ 1 ） 

（－11） 

（－ 2 ）  

所得税の申告等の相談会のお知らせ 

（氏家税務署からのお知らせ） 

申告相談日程 受付時間 相談会場 
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史
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